
 

 

報道関係者の皆様へ 

                                                              2009 年 6月吉日 

変わらない心と、あたらしい心 

和菓子とともに、日本の魅力を伝える 

 

 
 

 

前前期期  ２２００００99 年年 66 月月 22 日日（（火火））～～66 月月 3300 日日（（火火））  

中中期期    ２２００００99 年年 77 月月 11 日日（（水水））～～77 月月 3311 日日（（金金））  

後後期期  ２２００００99 年年 88 月月 11 日日（（土土））～～88 月月 3311 日日（（月月））  

 

とらや東京ミッドタウン店は、現代においても皆様の生活のなかで輝き続けることのできる様々な

和の価値をご紹介してまいりました。 

 

第 12 回のギャラリー企画展「竹つれづれ展」についてご案内申し上げます。 

 

竹と日本人の暮らしとの深いかかわり 

和菓子の意匠としてだけでなく、羊羹を包んでいる竹皮、茶筅、菓子切りなど、和菓子と竹の関係

も深いといえます。竹そのものの魅力から、竹工芸の造形の美しさまで、伝統と現代の切り口でご

紹介いたします。 

 

＜前期＞「竹と日本文化」海田曲巷氏の茶杓、久保良斉氏の茶筅を展示。 

＜中期＞「とらやと竹」竹意匠のお菓子、掛紙などとらやのなかの竹をご紹介。 

＜後期＞「現代の竹工芸」BAICA の作品を展示。 

 

■海田 曲巷（かいだ きょっこう）氏 

現代の茶の湯の楽しみを追及し続け、茶杓をはじめ茶籠や抹茶碗などを創作している。 

■久保 良斉（くぼ りょうさい）氏 

茶筌の産地、奈良県高山の茶筌師。茶筌づくりを一子相伝の技として伝承。数百年の伝統の歴史 

技術を今日に受け継いでいる。当代二十四代目。虎屋菓寮で使用している茶筅製作も依頼している。 

■別府の竹工芸職人グループ「BAICA」 

大分県別府市に拠点を置く、竹工芸職人のグループ。伝統的な技術と知性を継承、美的品質の向上

を目指し、将来の自立への訓練の場となることを目的に活動。 

【関連イベント】 

・BAICA のメンバー3名による竹工芸のワークショップを開催します。 

 茶  杓ワークショップ：７月１２日（日）   ＢＡＩＣＡ 中臣 一氏 

 一輪挿ワークショップ ：８月 １日（土）   ＢＡＩＣＡ 廣瀬 慶子氏 

 花  籠ワークショップ：８月 ２日（日）   ＢＡＩＣＡ 大橋 重臣氏 

掲載用問合せ先：とらや東京ミッドタウン店 03-5413-3541 

取材用問合せ先：株式会社虎屋 社長室 広報課 03-3408-4128 

【パンフレットを同封いたします。画像に関してはお問い合わせ下さい。】 


